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産
業
構
造
審
議
会
製
造
産

業
分
科
会
化
学
物
質
政
策
小

委
員
会
制
度
構
築
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
座
長
・
東
海

明
宏
大
阪
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
教
授
）
と
中
央
環
境

審
議
会
環
境
保
健
部
会
化
学

豊
か
な
国
民
生
活
や
安
全

の
確
保
、
自
立
的
・
個
性
的

物
質
対
策
小
委
員
会
（
委
員

長
・
新
美
育
文
明
治
大
学
法

学
部
専
任
教
授
）
の
第
一
回

化
審
法
見
直
し
合
同
会
合
が

九
月
二
十
六
日
、
東
京
・
新

橋
の
航
空
会
館
で
開
か
れ

た
。
安
全
性
の
確
保
と
化
学

な
地
域
社
会
の
形
成
に
寄
与

す
る
社
会
資
本
は
高
度
経
済

成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ

れ
た
。
今
後
は
真
に
必
要
な

産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

両
立
を
前
提
と
し
た
制
度
の

あ
り
方
や
有
害
性
が
非
常
に

強
い
新
規
化
学
物
質
の
管
理

な
ど
新
た
な
化
学
物
質
対
策

に
つ
い
て
検
討
し
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

社
会
資
本
整
備
と
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
な
が
ら
ス
ト
ッ
ク
の

戦
略
的
な
維
持
管
理
・
更
新

を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
受
注

競
争
の
激
化
に
よ
る
地
域
建

設
企
業
の
疲
弊
、
下
請
へ
の

し
わ
寄
せ
、
若
手
入
職
者
の

減
少
な
ど
で
将
来
の
戦
略
的

な
維
持
管
理
・
更
新
に
対
す

る
懸
念
が
生
じ
て
い
る
の
が

実
情
だ
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
同
省
は
新
た
に
学
識
者

う
え
で
答
申
を
ま
と
め
る
。

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
化
学

物
質
が
人
の
健
康
と
環
境
に

も
た
ら
す
悪
影
響
を
最
小
化

す
る
方
法
で
使
用
・
生
産
す

る
こ
と
が
世
界
共
通
の
目
標

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

や
関
係
団
体
な
ど
で
構
成
す

る
同
懇
談
会
を
設
置
。
限
ら

れ
た
人
的
資
源
の
中
で
中
長

期
的
な
工
事
の
品
質
確
保
や

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体

制
、
適
切
な
災
害
対
応
を
可

環
境
省
は
九
月
二
十
七

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
イ
イ

ノ
ホ
ー
ル
＆
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
で
「
生
物
を
用

い
た
水
環
境
の
評
価
・
管
理

（
改
善
）
手
法
に
係
る
パ
イ

二
〇
一
一
年
一
月
に
改
正
さ

れ
た
「
化
学
物
質
の
審
査
及

び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る

能
に
す
る
安
定
的
な
建
設
生

産
・
管
理
シ
ス
テ
ム
、
官
と

民
あ
る
い
は
民
と
民
の
適
切

な
役
割
分
担
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
や
事
業
の
特
性
に
応
じ
た

多
様
な
入
札
契
約
方
式
の
導

入
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

初
会
合
で
は
五
道
仁
実
同

省
大
臣
官
房
技
術
審
議
官
が

「
皆
さ
ま
に
積
極
的
に
議
論

し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
行

政
に
活
か
し
た
い
」
、
小
澤

座
長
が
「
課
題
を
ひ
と
つ
ず

つ
解
決
し
、
よ
り
良
い
シ
ス

テ
ム
と
な
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

検
討
課
題
の
う
ち
事
業
の

特
性
に
応
じ
た
入
札
契
約
で

は
災
害
な
ど
の
非
常
時
の
適

切
な
発
注
の
あ
り
方
を
整
理

す
る
。
ま
た
技
術
提
案
・
交

渉
方
式
の
指
針
整
備
や
総
合

ロ
ッ
ト
事
業
説
明
会
」
を
開

催
し
た
。
十
月
下
旬
か
ら
実

施
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の

協
力
者
を
募
集
す
る
。

日
本
で
は
生
態
系
へ
の
影

響
を
及
ぼ
す
化
学
物
質
の
環

法
律
」
（
化
審
法
）
の
さ
ら

な
る
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

当
日
の
合
同
会
合
で
は
梅

田
珠
実
環
境
省
環
境
保
健
部

長
が
「
関
係
省
庁
が
連
携
を

図
り
な
が
ら
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
政
策
に
反
映
さ
せ
た

い
」
、
佐
藤
文
一
経
済
産
業

省
審
議
官
が
「
産
業
の
発
展

に
向
け
て
新
た
な
制
度
を
構

築
し
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
し
、

活
発
な
審
議
を
促
し
た
。

評
価
方
式
の
さ
ら
な
る
負
担

軽
減
を
行
う
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
に
つ
い
て
は
地
域
を
支

え
る
企
業
の
確
保
へ
包
括
発

注
・
複
数
年
契
約
、
事
業
協

同
組
合
、
地
域
維
持
型
Ｊ
Ｖ

な
ど
を
活
用
。
こ
れ
に
伴
い

建
設
機
械
の
保
有
や
災
害
時

に
お
け
る
工
事
の
実
施
体
制

な
ど
企
業
の
多
面
的
な
要
素

を
評
価
す
る
。

中
長
期
的
な
工
事
の
品
質

確
保
で
は
適
正
な
価
格
を
設

定
す
る
た
め
、
歩
掛
・
単

価
・
間
接
比
率
の
適
時
・
適

切
な
見
直
し
に
加
え
、
よ
り

適
正
な
積
算
・
精
算
手
法
を

検
討
し
て
い
く
。
工
期
に
つ

い
て
も
週
休
二
日
や
準
備
期

間
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
適

切
に
設
定
す
る
方
針
だ
。

境
基
準
の
設
定
や
排
水
規
制

が
限
定
的
に
し
か
行
わ
れ
て

い
な
い
。
諸
外
国
で
は
水
生

生
物
を
利
用
し
て
水
環
境
を

評
価
・
管
理
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｔ
手

法
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
実
際
の
事
業
系
排
水
を

対
象
に
導
入
効
果
な
ど
を
把

握
す
る
こ
と
に
し
た
。

当
日
の
説
明
会
に
は
関
係

企
業
な
ど
約
三
十
名
が
参

加
。
甲
斐
文
祥
水
環
境
課
排

水
基
準
係
主
査
ら
が
事
業
の

目
的
や
内
容
を
説
明
し
た
。
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五道審議官 小澤座長

有識者が活発に意見交換

国
土
交
通
省
は
九
月
二
十
六
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
三
号
館
特
別
会
議
室
で
第
一
回
「
発
注
者

責
任
を
果
た
す
た
め
の
今
後
の
建
設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
（
座
長
・
小
澤
一
雅

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
）
を
開
催
し
た
。
事
業
の
特
性
に
応
じ
た
入
札
契
約
方
式
や
中
長
期
的
な

工
事
の
品
質
確
保
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
、
受
発
注
者
の
業
務
効
率
化
・
高
度
化
に
つ
い
て
検
討
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
な
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
新
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
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国交省懇談会が初会合

関係企業を対象に説明会
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工事の品質確保へ工事の品質確保へ


